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　移動販売を展開している「やおぱぁ
く」には、平成 19 年の開店当初から
野菜を納めています。今の主力野菜
は、ダイコン、ハクサイ、コマツナな
どです。加工品では切り干しダイコ
ン、漬物などを出しています。常に新
鮮さと安全を第一に心がけています。
農薬をほとんど使わない野菜を出荷
していますので安心してください。
　赤ダイコンや赤カブなど変わった
野菜を出すと食べ方や料理の仕方を
よく店で聞かれることがあります。自
分の作っている野菜のことは何でも
知らないと出荷できません。初めての人や顔見知りになったお客さんと
は野菜に関する会話でコミュニケーションを深めています。

常に新鮮さと安全を第一に心がけ出荷
～野菜農家の中村喜代子さん～

丹精込めて作った野菜を手にする中村さん

　よく利用される門松和子さん、大久保由紀子さん、
小熊瑞江さん「ほとんど毎回来ています。天気が悪
い日などは買い物に行けないので本当に便利です。

特に米など重い物を買ったときは助かります。地元の新鮮野菜や
加工品など買いだめできる物を買うようにしています。試食やレ
シピが用意してあるのもいいですね」

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.795
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平成 28年
（2016 年）

皆さんの近くに届けます
　JA西印旛農産物直売所「やおぱぁく」では、地産地消の推進
を目的に、さまざまな季節ごとの旬の地元新鮮野菜を届けるため、
昨年8月から新鮮野菜を載せて毎週各地をまわっています。
　「♪野菜、野菜を食べよう♬」のテーマソングが聞こえてきた
ら移動販売車の登場です。
問　JA西印旛農産物直売所「やおぱぁく」☎（498）2007、農
政課農政班　内線 3251

地産地消の最前線　農産物移動販売

「白井市ふるさと産品」
新たに3品目を認定

　ふるさと産品認定審査会で新たに
「白井梨ブランデーケーキ」「白井の
梨のゼリー」「白井の梨のコンポー
ト」の 3品目を認定しました。おい
しいコーヒーと一緒にいかがですか。
販売先　㈲遠山珈琲　☎（491）8440
■問　商工振興課商工振興班　内線
3241

ブランデーケーキ

ゼリー コンポート

火曜日
10：00 白井小町ラウンジ前

10：50 堀込第 4住宅管理事務所前

13：00 池の上 3丁目町内会池の上 3-7-10 鈴木宅車庫

13：20 池の上 3-2-9 立木宅車庫

13：50 白井木戸自治会所有地

水曜日
10：00 栄区会館
10：50 冨士自治会集会所
13：00 大松自治会集会所

13：50 プラザ西白井 1番街団地管理組合集会所前

木曜日
10：00 南山 1丁目自治会集会所前

10：45 南山 2丁目自治会南山 2-10-13 松田宅車庫
12：40 白井市役所駐車場
13：30 パークハイツ南山 1号棟前

金曜日

10：00 アーベイン西白井自治会ゴミ集積所前
10：50 七次台自治会七次台会館

13：00 西白井コミュニティセンター予定地

移動販売車の様子～堀込第 4住宅管理事務所前～

※販売ルートや時間を変更するこ
ともあります。販売時間は30分程
度です。

農
家
さ
ん
と
お
客
さ
ん
の

架
け
橋
に

　
移
動
販
売
が
始
ま
り
半
年
が
た
ち

ま
し
た
。
や
お
ぱ
ぁ
く
店
長
の
相さ

が
ら楽

麻
理
子
さ
ん
は
、「
販
売
員
と
会
話

を
し
な
が
ら
お
い
し
い
も
の
、
地
元

の
野
菜
を
選
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
に
来

ら
れ
る
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
料
理
を
得
意
と
す
る
人
も
多
い

の
で
、
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
試
食

や
レ
シ
ピ
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
食
べ
て
も
ら
い
新
た
な
メ
ニ
ュ

ー
を
お
客
さ
ん
が
増
や
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
販
売
員
が
お
客
さ
ん
と
レ
シ
ピ
の

交
換
を
し
、
そ
れ
を
ま
た
農
家
さ
ん

に
伝
え
る
こ
と
で
、『
こ
う
や
っ
て

食
べ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
』
と
お
客

さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
と
農
家

さ
ん
に
教
え
る
と
、
生
産
者
で
あ
る

農
家
さ
ん
も
張
り
合
い
が
出
る
よ
う

で
、
移
動
販
売
は
農
家
さ
ん
と
お
客

さ
ん
の
架
け
橋
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

♦販売ルート♦

利用者の声

フォトコンテスト in 白井
　市では、「白井をもっと知ってもらいたい」「白井に来てもらいたい」「白井に住
んでもらいたい」という思いから、市の魅力を効果的に発信する「シティプロモー
ション基本方針」の策定に取り組んでいます。白井の魅力を再発見するために、市
民の皆さんから好きな場所、街並み、風景、人々の暮らしなど、みんなに教えたい
と思う“とっておき”の１枚を募集します。
　応募写真は、市の PR冊子などの出版物や PR
活動に活用します。
♦応募資格　市内在住・在勤・在学の人
♦応募テーマ　市内で撮影された写真で、白井ら
しい風景、人、イベント、生活、食べ物など　
♦応募要件　【デジタル作品】JPEG形式で、デー
タ容量は 10MB以下 ( メール提出は 3MB以下）
【プリント作品】サイズは四つ切のプリント
【共通事項】応募は合わせて１人５点まで
♦各賞　最優秀賞 1点　白井のおいしいもの詰め
合わせ 1万円相当　優秀賞 3点　同じく 5千円相
当　入選 5点　同じく 3千円相当
※詳細は市ホームページで確認してください。
■申・■問　8月 22 日㈪までに企画政策課企画政策班
内線 3353・{kikaku-seisaku@city.shiroi.chiba.jp へ
　

この車が目印だよ！

生産者
の声



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
の
作
品
展

　
市
で
は
、
毎
年
政
治
や
選
挙
へ
の

関
心
を
高
め
、
明
る
い
選
挙
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
明
る

い
選
挙
」
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
市
内
小
学
校
の
児
童
か

ら
提
出
さ
れ
た
作
品
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
3
日
㈭
〜
10
日
㈭

　
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

場
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
3
3

1
2 

・
3

市
税
な
ど
の
納
付
を
口

座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
は
市
内
各

金
融
機
関
に
あ
り
、
ま
た
納
税
通
知

書
に
も
同
封
し
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
口
座
が
あ
る
金
融
機
関
の

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

　
預
金
口
座
振
替
依
頼

書
・
通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
申
し
込
む
場
合

は
、
窓
口
に
あ
る
専
用
の
申
込
書
を

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
1
月
22
日
か
ら
29
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
キ
ウ
イ
、
ネ
ギ
、
ホ
ウ

〜
正
し
い
情
報
を
収
集
し
、
内
容
を
理
解
し
た
上
で
契
約
を
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
196

Q
　
最
近
「
電
力
自
由
化
」
の
広
告

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
電
気
料
金
が

安
く
な
る
な
ら
申
し
込
み
た
い
が
大

丈
夫
で
し
ょ
う
か
。（

50
歳
代
・
女
性
）

A
　
4
月
か
ら
一
般
家
庭
向
け
に
電

力
自
由
化
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
契
約
で
き
る
電
力
会
社
は
地
域
ご

と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
複
数
の
電
力
会
社
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
新
電
力

へ
の
契
約
の
受
け
付
け
が
1
月
か
ら

開
始
さ
れ
た
こ
と
で
広
告
や
勧
誘
が

激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
由
化
に
よ
り
、
消
費
者
の
暮
ら

し
に
合
わ
せ
た
料
金
プ
ラ
ン
や
サ
ー

ビ
ス
を
選
べ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
な

い
で
「
安
い
」「
お
得
」
な
ど
の
勧

誘
に
飛
び
つ
い
て
し
ま
う
と
思
わ
ぬ

ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
電

力
自
由
化
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
、
比
較
検
討
を
す
る
「
消
費
者

力
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
特
に
新
電
力
の
契
約
に
際
し
て

は
、
電
力
以
外
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
「
セ
ッ
ト
」
で
契
約
す
る
こ
と
で
、

電
気
料
金
が
安
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多

い
よ
う
で
す
。
ど
の
よ
う
な
条
件
で

安
く
な
る
の
か
、
解
約
時
に
違
約
金

が
発
生
し
な
い
か
、
電
力
の
小
売
全

面
自
由
化
と
直
接
関
係
が
あ
る
か
な

ど
契
約
の
前
に
内
容
を
よ
く
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　
電
力
自
由
化
に
便
乗
し
た
怪
し
い

電
話
な
ど
の
相
談
も
入
っ
て
い
ま

す
。
小
売
電
気
事
業
者
は
登
録
制
で
、

経
済
産
業
省
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

0
5
7
0
（
0
2
8
）
5
5
5
や
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
登
録
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

　
怪
し
い
電
話
で
不
安
に
な
っ
た
、

契
約
に
際
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

場
合
な
ど
は
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

「
電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
」

　
市
で
は
「
白
井
の
ご
み
を
減
ら
す

会
」
と
協
働
し
、
自
治
体
や
団
体
な

ど
を
対
象
に
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
ご
み
減
量
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
講
座
は
1
時
間
程
度
で
、
市
の
ご

み
の
現
状
や
ご
み
を
減
ら
す
方
法
の

説
明
、
ご
み
分
別
ク
イ
ズ
を
行
い
ま

す
。

　
講
座
を
希
望
す
る
場
合
は
問
い
合

「
ご
み
の
減
量
講
座
」
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
既
に
講
座
を
実

施
さ
れ
た
自
治
会
な
ど
で
も
、
希
望

が
あ
れ
ば
再
度
実
施
し
ま
す
。

※
日
程
な
ど
の
調
整
は
環
境
課
で
行

い
ま
す
が
、
希
望
日
時
に
実
施
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
は
、

依
頼
さ
れ
る
自
治
会
な
ど
で
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
5

22

小
規
模
（
簡
易
）
工
事

参
加
資
格
申
請
の
受
け

付
け

　
平
成
28
・
29
年
度
の
小
規
模
（
簡

易
）
工
事
参
加
資
格
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
（
簡
易
）
工
事
と
は
1
件

に
つ
き
50
万
円
未
満
の
工
事
で
す
。

対
象

　
市
内
に
本
店
を
有
す
る
者

（
個
人
を
含
む
）
で
、現
在
市
の
「
入

札
参
加
適
格
者
名
簿
（
工
事
）」
に

登
録
し
て
い
な
い
者

申
・
問

　
所
定
の
様
式
（
管
財
契
約

課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
管
財
契
約
課
管
財
契
約

市
民
団
体
活
動
支
援
補

助
金
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

　
市
民
活
動
推
進
委
員
会
に
よ
る
平

成
28
年
度
市
民
団
体
活
動
支
援
補
助

金
の
審
査
に
あ
た
り
、
市
民
活
動
団

体
に
よ
る
申
請
事
業
の
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
の
「
安
全
・
防
犯
」「
福
祉
」「
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
事
業

提
案
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
1
日
㈫

　
午
後
2
時
〜

審
議
会
等
公
募
委
員
候

補
者
名
簿
に
登
録
し
ま

せ
ん
か

　
市
で
は
、
審
議
会
な
ど
の
公
募
委

員
に
就
任
を
希
望
す
る
人
を
公
募
委

員
候
補
者
と
し
て
名
簿
に
登
録
す
る

制
度
を
試
行
的
に
開
始
し
ま
す
。
　

　
こ
の
制
度
は
、
多
様
な
市
民
の
市

政
へ
の
参
加
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で

市
政
に
参
加
す
る
機
会
が
少
な
か
っ

た
市
民
の
意
見
な
ど
を
広
く
反
映
さ

せ
る
も
の
で
す
。

　
2
月
下
旬
に
無
作
為
に
抽
出
し
た

18
歳
以
上
の
市
民
2
、
0
0
0
人
に

名
簿
登
録
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1

市
自
治
連
合
会
小
学
校

区
支
部
事
業
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

〜
桜
台
小
学
校
区
支
部
事
業
〜

　
市
自
治
連
合
会
で
は
、
小
学
校
区

支
部
ご
と
に
自
主
的
な
事
業
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
は
、
各
小
学
校
区
の
在
住
者

を
対
象
と
し
て
実
施
し
、
自
治
会
に

加
入
し
て
い
な
い
人
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
3
月
5
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
桜
台
小
学
校
体
育
館

内
容

　
防
犯
講
演
会
、
自
転
車
運
転

講
習
会

持
ち
物

　
上
履
き
、
靴
入
れ

※
対
象
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
で

詳
細
を
知
り
た
い
人
は
直
接
、
出
浦

☎
（
4
9
7
）
0
1
2
0
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1
・
2

世
界
の
ダ
ン
ス
＆
フ
ー

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
南
米
、
東
南
ア

ジ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
の
世
界
の
料
理

や
ケ
ー
キ
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
マ
リ
ネ
ラ
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
民
族
舞
踊
、
サ

ル
サ
な
ど
の
ダ
ン
ス
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌

唱
、
千
葉
県
警
察
音
楽
隊
、
ス
イ
ン

グ
ホ
ワ
イ
ト
・
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
な
ど
の
演
奏
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
6
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

参
加
費
　
無
料

※
食
事
代
な
ど
は
別
に
掛
か
り
ま
す
。

問
　
白
井
国
際
交
流
協
会
　
☎
（
4

9
7
）
3
0
4
0
、
企
画
政
策
課
男

女
共
同
参
画
室

　
内
線
3
3
5
5

レ
ン
ソ
ウ
、
切
り
干
し
ダ
イ
コ
ン
、

カ
ブ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

　統計調査に尽力し、その業績が優
秀であると認められたため、1月21
日に千葉市の青葉の森公園芸術文化
ホールで行われた統計功労者表彰式
で、松本ESテック株式会社白井工場
が「厚生労働大臣表彰（毎月勤労統
計調査・事業所）」を受賞しました。
■問　企画政策課情報管理班　内線
3358・9

〜
み
ん
な
で
取
り
組
め
ば
大
き
な
効
果
〜

3
時

場
所
　
市
役
所
3
階
第
2
会
議
室

対
象

　
一
般

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

内
容

　
1
団
体
に
つ
き
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
（
5
分
）、
質
疑
（
10
分
）

申
・
問

　
2
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支
援

班
　
内
線
3
1
5
1
へ

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
不
能
と
な

っ
た
場
合
、
再
振
替
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関
や

市
税
な
ど
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2
4

班
　
内
線
3
3
4
5
・
6
へ

工事のお知らせ

統計功労者を表彰

工事日程　3月下旬まで　
午後9時～午前5時（夜間）
工事箇所　右図
工事内容　地中に雨水管を
埋設する工事
交通規制区間　右図の　部
分（県道）片側交互通行
※工事箇所の市道入り口部
は車両通行止めをし、工事
します。
■問　上下水道課計画建設
班　内線3452

下水道（雨水）工事

道路排水整備工事
工事日程　3月上旬～8
月下旬　午前9時～午
後5時
工事箇所　左図
工事内容　道路に排水
管を埋設する工事
交通規制区間　左図の
部分片側交互通行
■問　道路課建設班　内
線3213

清水
口小
学校

歯科医院

白井コミュニ
ティセンター

工事箇所

風
間
街
道

県
道
西
白
井
停
車
場
線

至
国
道

16
号

県道
59
号市
川印
西線

工事箇所

2016.2.15 2

　新聞未購読世帯に行っている広報しろいポスティング
サービス（個別配布）の更新手続きを実施します。
　対象者には 2月下旬に郵送で通知しますので引き続き
サービスを希望する人は申し込んでください。期限まで
に申し込みがない場合は 3月 15 日号で終了となります。
　なお、平成 28 年 1 月以降の新規申込者は、更新手続
きの必要はありません。
配布期間　4月 1日号～平成 30 年 3 月 15 日号（2年間）
■申・■問　3月 14 日㈪までに電話か郵送、ファクス、メー
ルまたは直接秘書広報課広報広聴班　内線 3372 ～ 4・
{hisyo@city.shiroi.chiba.jp へ

更新手続きのお知らせ
広報しろいポスティングサービス

　スマートフォンアプリ「i 広報紙」で広
報しろいを配信しています。いつでもど
こでも広報を読める便利なアプリ（無料）
をご利用ください。

松本ESテック株式会社の松本社長



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

廃棄物減量等推進審議会委員を募集
　家庭などから排出されるごみの減量や適
正な処理などについて審議していただく委
員を募集します。
対象　市内在住・在勤の20歳以上で平日（昼
間）の会議に出席できる人　4人
※選考基準により選考し、結果は応募者全員
に通知します。
任期　平成28年4月1日～ 30年3月31日（2年間）
会議回数　年2回程度
報酬　会議1回　6,600円
■申・■問　所定の申込書（環境課、各センター、
市ホームページにあります）に、必要事項
と「ごみの減量についての考え」を記入の
上、2月29日㈪（必着）までに郵送、ファクス、
Ｅメール、または直接環境課きれいなまちづ
くり班　内線3274、{kankyou@city.shiroi.
chiba.jpへ

　循環バス「ナッシー号」は交通空白地帯の解消や高齢者など交通弱
者の足の確保、市内の公共施設を結ぶ役割などを担い、平成10年から運
行をしています。地域公共交通会議は、市民、行政、バス事業者などの
関係機関で構成され、会議では循環バス「ナッシー号」の運行や利用状
況の確認、福祉有償運送サービスの必要性などの協議を行います。
　委員の任期満了に伴い市民委員を募集します。
対象　市内在住の20歳以上で平日（昼間）の会議に出席ができ、日頃か
ら市の循環バスを利用し、循環バスなど地域公共交通に関心のある人　
2人
※選考基準により選考し、結果は応募者全員に通知します。
任期　平成28年3月下旬～ 30年3月予定（2年間）
会議回数　年5回程度
報酬　会議1回　6,600円
■申・■問　所定の申込書（企画政策課、各センター、市ホームページにあ
ります）に必要事項を記入の上、2月29日㈪（必着）までに郵送、ファクス、
Ｅメール、または直接企画政策課企画政策班　内線3353、{kikaku-
seisaku@city.shiroi.chiba.jpへ

地域公共交通会議の委員を募集

知
っ
て
得
す
る
家
計
管

理
と
貯
蓄
術
セ
ミ
ナ
ー

〜
子
ど
も
の
教
育
費
や
老
後
資
金
を

　
　
　
無
理
な
く
準
備
す
る
コ
ツ
〜

　
親
と
し
て
子
ど
も
の
教
育
費
は
い

つ
頃
か
ら
ど
の
く
ら
い
準
備
す
れ
ば

よ
い
か
、
老
後
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て

生
活
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
工
夫
を

し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
家
計
管
理
と

貯
蓄
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
学
べ
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
20
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
　
金
融
広
報
委
員
会
金
融
広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
黒
田
千
鶴
子
さ
ん

対
象

　
家
計
管
理
に
関
心
の
あ
る
人

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費

　
無
料

問
　
白
井
市
く
ら
し
と
仕
事
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
相
談

室
内
）　
☎
（
4
9
7
）
3
6
5
0

第
3
回
「
サ
ロ
ン
（
集

い
の
場
）」
代
表
者
会
議

　
市
で
は
、
サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
情
報
交
換
を
行
う
交
流

会
議
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
3
月
7
日
㈪
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
サ
ロ

ン
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
今
後
運

営
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
（
一
つ

の
サ
ロ
ン
か
ら
2
人
ま
で
）

内
容

　
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ

方
ミ
ニ
講
座
、
サ
ロ
ン
に
出
向
く
無

料
講
師
「
地
域
の
先
生
」
紹
介
、
情

報
交
換

申
・
問

　
3
月
1
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
へ

【
印
西
地
区
消
防
組
合
】

上
級
救
命
講
習
受
講
者
募
集

　
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
図
る
た

め
、
印
西
地
区
消
防
組
合
管
内
の
人

を
対
象
に
、
A
E
D
使
用
訓
練
を
含

む
上
級
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
12
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
8
時
間
講
習
）

場
所

　
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
（
印
西
市
）

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
5
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

申
・
問

　
2
月
15
日
㈪
〜
3
月
4
日

㈮
の
正
午
ま
で
に
、
電
話
で
消
防
本

部
警
防
課
救
急
救
助
係
　
☎
0
4
7

6
（
4
6
）
9
9
6
4
へ

　妊娠中に気を付けたいことを学んだ後、お腹の中の赤ちゃんと一
緒に音楽を聞きながらプラネタリウムでリラックスしませんか。
日時　3月2日㈬　午後1時30分～ 3時20分（受け付け　午後1時15分～）
場所　文化センター 2階研修室
対象　おおむね妊娠6から9カ月までの妊婦とその家族　60人（申し
込み順）
※経産婦も参加できます。
内容　医師による妊娠中の注意に関する講話、図書館司書による絵
本の読み聞かせ、星の誕生の話
保育　あり（2月24日㈬までに要申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具
参加費　市内在住の妊婦とパートナー　無料、それ以外の人　210
円（観覧料）
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か、「ちば電子申
請サービス」の白井市「平成27年度マタニティ向け講座・子育て応
援講座申し込み」へ
※電子申請は2月24日㈬までに申し込みをしてください。

マタニティーコンサート＋α
　出産と育児について、夫婦で一緒に学んでみませんか。
「赤ちゃん人形」を使った実習で、赤ちゃんを迎える実感がわ
いてきますよ。
日時　3月13日㈰　午前10時～午後0時30分（受け付け　午前
9時45分～）
場所　保健福祉センター

対象　おおむね妊娠6から9カ月までの妊婦とその家族　16組（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
内容　夫婦で協力する出産・育児の話、妊娠・育児体験（妊婦・胎動体験、
お風呂の入れ方・抱っこ体験、マタニティヨガ体験）、食育弁当を食べながら
交流タイム
保育　あり（3月4日㈮までに要申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具、食育弁当代1人500円（希望者のみ）
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か、「ちば電子申請サービス」
の白井市「平成27年度マタニティ向け講座・子育て応援講座申し込み」へ
※電子申請は3月4日㈮までに申し込みをしてください。

プレ☆パパママスクール

認
知
症
を
知
っ
て
成
年

後
見
制
度
を
学
ぼ
う

〜
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
＆
成

年
後
見
制
度
ミ
ニ
講
座
個
別
相
談
会
〜

　「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知
症

や
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者

な
ど
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
に
対

し
て
、
そ
の
人
の
権
利
を
守
る
援
助

者
を
決
め
、
財
産
管
理
な
ど
を
通
し

て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
市
は
、
成
年
後
見
制
度
お
よ
び
制

度
の
対
象
で
あ
る
認
知
症
の
人
に
つ

い
て
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
講
座
と
個
別
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
（
個
別
相
談
会
の
み
の
参
加
も

可
）。

日
程
　
3
月
1
日
㈫

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
講
座

　
一
般

　
60
人
、
相
談

会
　
各
3
組

内
容

　
左
表
の
と
お
り

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
任
意
用
紙
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
個
別
相
談
の
希
望
の
有

無
を
記
入
の
上
、
2
月
26
日
㈮
ま
で

に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
7
4
、

（
4
9
8
）

4
8
3
2
、

chiiki-hokat
su
@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

講座・相談会の内容
時間 内容

講
座

13：30
～ 14：30

認知症サポーター養成講座「認知症
の人を理解しよう」・認知症看護認
定看護師　伊藤美雪さん

14：40
～ 15：30

成年後見制度ミニ講座「成年後見制
度を活用しよう」・浅草公証役場公
証人雨宮則夫さん

相
談
会
15：40
～ 16：15

認知症個別相談会、成年後見制度個
別相談会・講座の講師

2016.2.153
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消
え
た
地
名

　
地
名
に
は
改
め
ら
れ
た
り
、
消

え
て
い
っ
た
も
の
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に
は
歴
史
的
な
環
境

や
社
会
の
変
化
が
絡
み
ま
す
。

　
白
井
は
緑
豊
か
な
環
境
で
、
大

松
・
桜
台
・
け
や
き
台
な
ど
の
地

名
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
で
付
け

ら
れ
た
地
名
で
す
。
江
戸
時
代
に

は
大
松
山
、
曲
松
、
塚
下
曲
松
、

松
沖
、松
ノ
木
、松
葉
山
、東
松
山
、

太
夫
松
と
い
っ
た
松
に
ち
な
ん
だ

地
名
が
多
く
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に

も
桜
、
檜

ひ
の
き、

榎
え
の
き、

柏
、
茨
、
欅

け
や
き、

柳
と
い
っ
た
樹
木
に
ち
な
む
地
名

も
あ
り
ま
し
た
。
古
い
村
絵
図
や

古
文
書
を
見
る
と
、
江
戸
時
代
は

じ
め
の
白
井
は
、
雑
木
が
野
原
に

点
在
し
た
柴
野
の
環
境
に
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
だ
そ
の
頃
は
建
築

材
な
ど
に
重
宝
さ
れ
た
松
な
ど
が

珍
し
く
、
目
印
に
し
や
す
か
っ
た

た
め
地
名
に
数
多
く
利
用
さ
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
松
に
ち
な
む
多
く
の
地
名
が
消

え
て
い
っ
た
の
は
牧
と
関
係
し
た

白
井
の
歴
史
が
関
わ
り
ま
す
。
寛

政
の
改
革
か
ら
幕
府
は
牧
経
営
を

見
直
す
よ
う
に
な
り
、
新
田
開
発

用
地
と
し
て
周
囲
の
村
々
に
徐
々

に
牧
地
を
開
放
し
て
い
き
ま
し
た
。

牧
地
は
水
に
乏
し
く
て
一
般
的
な

田
畑
へ
の
転
換
は
難
し
く
、
林
畑

と
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
し
た
。

　
林
畑
と
は
木
を
植
え
て
育
て
た

林
業
地
で
、
白
井
で
は
特
に
松
が

盛
ん
に
植
林
さ
れ
、
明
治
時
代
に

入
る
頃
に
は
市
内
一
面
が
松
林
で

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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覆
わ
れ
た
環
境
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
松
が
も
は
や
目
印

に
も
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
し

ま
い
、
地
名
利
用
す
る
意
味
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
古
い
地
名
が
消
え
て
い
る
理
由

に
は
近
代
以
降
の
制
度
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
明
治
の
地
租
改
正
の

際
に
は
地
名
の
整
理
統
合
や
改
称

が
行
わ
れ
て
た
く
さ
ん
の
地
名
が

消
え
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
生

き
残
っ
た
地
名
も
現
代
の
住
居
表

示
制
度
に
よ
っ
て
使
う
機
会
を

失
っ
て
い
ま
す
。

　
め
っ
た
に
す
る
こ
と
の
な
い
土

地
登
記
で
は
昔
な
が
ら
の
地
名
が

使
わ
れ
ま
す
が
、
普
段
使
う
こ
と

が
多
い
住
居
表
示
で
は
街
区
方
式

な
ど
で
設
定
さ
れ
た
新
地
名
・
地

番
が
使
わ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
区
域
が
住
居
表
示
に
よ
り
同
じ

土
地
に
二
つ
の
地
名
・
地
番
が
並

行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
住
ん
で
い
る
昔
の
地

名
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

正保2年富塚村絵図の一部



西  

映
画
上
映
会

　
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
原
作
の
悲
恋
を

描
い
た
名
作
映
画
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
」
を
上
映
し
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
一
般
（
自
由
参
加
）

コ  
コ
ミ
セ
ン
の
陶
芸
窯

使
い
方
講
習
会

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
が
利
用
で
き
る
陶
芸
窯
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
陶
芸
窯
の

使
い
方
を
理
解
し
、
あ
な
た
の
作
品

を
焼
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
陶
芸
技
術
（
作
陶
）
の
講
習
会
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
　
29
日
㈪
　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
15
人
（
申

し
込
み
順
）

講
師

　
陶
芸
窯
製
作
会
社

　
シ
ン
リ

ュ
ウ
㈱
の
皆
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

西  

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

　
鳥
の
巣
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
春
の

草
花
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
5
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
師
　
田
中

館
清
子
さ
ん

持
ち
物

　
直
径
25
㌢
㍍
程
度
の
鉢

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
27
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福  
コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員
　
3
月
8
日
㈫

①
午
前
10
時
〜
正
午
・
ク
ラ
フ
ト
で

作
る
か
ご
作
り
・
10
人

　
②
正
午
〜

午
後
2
時
・
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
ラ
ン

チ
（
サ
バ
の
そ
ぼ
ろ
ご
飯
、
吸
い
物

ほ
か
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
①
1
0
0
円

　
②
5
0
0

円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
マ
ル
シ
ェ
】

　
焼
き
菓
子
や
手
芸
品
、
天
然
石
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
販
売
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
12
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座

　
精
神
障
害
者
へ
の
理
解
と
支
援
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
講
座

で
す
。
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
話
や

家
族
会
か
ら
日
常
的
な
支
援
の
方
法

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
も
あ

り
ま
す
。

日
時

　
3
月
10
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ

る
人

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
順
天
堂
大
学
非
常
勤
講
師

　

大
井
孝
さ
ん
、
白
井
市
精
神
障
害
者

家
族
会
「
し
ら
ゆ
り
の
会
」　
亀
山

二
三
雄
さ
ん

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ桜  

認
知
症
は
予
防
で
き

る
？
〜
秘
策
教
え
ま
す
〜

　「
認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」

「
ど
ん
な
症
状
が
で
る
の
？
」「
ど
ん

な
ふ
う
に
か
か
わ
れ
ば
い
い
の
？
」

な
ど
、
認
知
症
に
つ
い
て
必
要
な
知

識
を
学
べ
る
講
座
で
す
。

日
時

　
3
月
12
日
㈯

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
10
人
（
申

し
込
み
順
）

講
師

　
認
知
症
の
専
門
的
な
研
修
を

受
け
た
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」
の

皆
さ
ん

申
　
3
月
5
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～ 
センターフェスティバル

内容 日程 プログラム

展示
5日㈯・
6日㈰

布絵、絵画、つるし雛
ひな

、書道、絵手紙、種のブローチ

発表・
体験

5日㈯
おやじバンド演奏・囲碁大会・電車＆ミニカー遊び（10：00
～）、ソーラン踊り（11：10 ～）、カラオケ発表（12：00 ～）

6日㈰
大正琴（10：15 ～）、コーラス（10：30 ～）、和太鼓演奏（11：
50 ～）、太極拳演技（12：40 ～）、ウクレレ演奏・フラダン
ス（14：00 ～）

模擬店・
販売

5日㈯・
6日㈰

焼きそば、焼き鳥、たこ焼き、いなり寿司、産地野菜、
豚汁、焼き菓子、バザーリサイクル品・手作り雑貨

児童
ルーム

5日㈯
だるま落とし（9：30 ～）、創作紙芝居（11：00 ～）、ダー
ツ・絵合わせ（12：30 ～）、ルーレット・重さ当て・ピ
ンポンくじ（13：00 ～）

6日㈰
ガラガラくじ・暗記ゲーム（9：30 ～）、数字パズル作り・
パネルシアター（12：00 ～）

草花の寄せ植え

ウクレレの演奏箏の演奏

内容 プログラム

展示
フラワーアレンジメント、藍染・草木染作品、こけ玉、フルー
ツ＆ベジタブル・ソープカービング、写真、白井第二小学校児
童による絵画・書道などの制作物

発表・体験

【レクホール】エンジェル新体操クラブ（9：30 ～）、ヒップホッ
プサークル JOY（10：00 ～）、ロゴス腹話術研究会（10：30 ～）、
白井スクエアダンスクラブ（11：00 ～）、自

じきょうじゅつ

彊術体操（11：30 ～）、
箏
そう

遊
ゆう

会
かい

（12：45 ～）、ゆうyoga（13：30 ～）、梨トレ体操（14：00 ～）、
木の犬のストラップ、ステンドグラス、アロマクラフト、ソー
プカービング、ブローチ（終日）
【会議室】おはなしのたまてばこ・人形劇（11：00 ～）、大型絵
本の読み聞かせ（13：30 ～）

模擬店・
販売

藍染・草木染作品、ステンドグラス、中国茶・中国雑貨、ハン
ドメイド作品、花、寄せ植え、クッキー、手作りパン・ケーキ、
採れたて地元野菜、赤飯、ばらっぱまんじゅう、梨たれ、梨せ
んべい、本場インドカレー、キムチ、刀

とうしょうめん
削麺、軽食、コーヒー

児童ルーム わなげ、コリントゲーム、お魚つり、ぬり絵

※ビンゴ大会を午後2時30分から行います。

公   公民センターフェスティバル
日時　3月5日㈯　午前9時30分～午後3時
内容・プログラム　下表のとおり
※周辺企業敷地内に臨時駐車場を用意します。

冨   冨士センターフェスティバル
日時　3月5日㈯　午前9時30分～午後3時30分
　　　3月6日㈰　午前9時30分～午後3時
内容・日程・プログラム　下表のとおり
※センター駐車場は駐車できません。臨時駐車場を関東第一高等学校
野球部寮に用意します。

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがある
ため、徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する
場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
3
月
16
日
㈬
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
3
月
28
日
㈪
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city.shiroi.chiba.jp

へ

　市役所を出発し、途中で食材
を購入して、船橋市青少年キャ
ンプ場まで歩いた後は、みんな
でカレーを作ります。カレーを
おいしく食べた後は、ウオーク
ラリーをしながら市役所を目指
します。
　全行程約8㌔㍍を青少年相談員と一緒に楽しく歩いて
みませんか。
日時　3月19日㈯　午前8時35分～午後4時（雨天中止）
※市役所駐車場が集合・解散場所となり、解散時間は
予定です。
対象　市内在住・在学の小学4年生～高校3年生　20人
（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　リュックサック、米1合、飲み物、筆記用具、カッ
パ、タオル、着替え、帽子、空のお弁当箱、スプーン、
フォーク、軍手
参加費　500円（保険代、昼食代ほか）
■申・■問　はがきに氏名（ふりがな）、住所、電話番号、
学校・学年、生年月日、性別、アレルギーなどの特に
配慮が必要なことを記入の上、2月26日㈮（必着）まで
に白井市青少年相談員連絡協議会事務局（生涯学習課
社会教育班内）内線3433へ
※必要事項を記入した用紙を持参して直接申し込むこ
ともできます。

～みんなで元気に歩いてカレーを作ろう！～

ウオーク・カリー大会

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

楽しいカレー作り♪
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

◆「
実
践
倫
理 

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
集
い
」

あ
な
た
の
笑
顔
が
明
日
を
つ
く
る

　
体
験
発
表
を
聞
い
て
、
子
育
て
や

家
庭
内
の
悩
み
、
人
生
で
起
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
21
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

　
場
所

　
文
化
会
館
か
お
り
ホ

ー
ル

　
参
加
費

　
無
料

問
　
一
般
社
団
法
人
実
践
倫
理
宏
正

会
北
総
白
井
分
所
☎
0
9
0
（
8
8

5
5
）
0
8
9
9

◆
デ
ジ
カ
メ
・
サ
ー
ク
ル
「
つ
つ
じ
」

写
真
展

　
結
成
5
年
目
の
デ
ジ
カ
メ
サ
ー
ク

ル
で
、
年
2
回
の
発
表
会
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
個
性
と
情
熱
で
撮
っ
た

思
い
思
い
の
作
品
を
各
自
2
点
展
示

し
ま
す
。

日
時
　
3
月
1
日
㈫
〜
11
日
㈮
　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
　
場
所
　
文
化

セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
文
化
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
、

初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

3
時
ま
で
で
す
。

問
　
大
森
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
8

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
育
児
支
援

講
座
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
母
乳

育
児
と
生
活
リ
ズ
ム
」

　
入
退
室
自
由
の
講
座
で
、
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時
　
3
月
3
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

　
場
所

　
印
西
市
立
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

　
対
象

　

母
乳
育
児
中
の
母
親
や
そ
の
家
族

　

講
師
　
東
京
未
来
大
学
　
小
谷
博
子

准
教
授
　
参
加
費
　
無
料
　

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
春
の
到
来
が
待
た
れ
る
こ
の
頃
、

朗
読
会
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
3
月
4
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
　
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室

　
入
場
料

　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　
佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
調
査

　
平
塚
の
山
王
谷
津
田
に
冬
の
間
も

水
を
張
る
「
冬
期
湛た

ん
す
い水

」
を
行
い
、

絶
滅
危
惧
種
の
「
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ

ル
」
の
復
活
を
目
指
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
5
日
㈯

　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）　
集
合
場

所
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
ベ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
平
塚
の
延
命
寺
北

側
）　
対
象

　
市
民

　
20
人
（
申
し

込
み
順
）　
講
師

　
千
葉
県
立
船
橋

芝
山
高
校
　
佐
野
郷
美
教
員
　
持
ち

物
　
軍
手
、
長
靴
、
飲
み
物
　
参
加

費
　
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
2
月
29
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
事
務

所
☎
（
4
0
4
）
3
2
9
8
（
月
・
水
・

土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

◆
が
ん
に
関
す
る
講
演
会
＆
患
者
サ

ロ
ン

　「
自
宅
で
で
き
る
リ
ン
パ
浮
腫
予

防
」
の
講
演
会
と
、
が
ん
患
者
や
家

族
が
集
い
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る

患
者
サ
ロ
ン
（
お
し
ゃ
べ
り
会
）
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
12
日
㈯

　
講
演
会

　
午

後
1
時
〜
1
時
50
分

　
患
者
サ
ロ
ン

午
後
2
時
〜
3
時

　
場
所

　
日
本
医

科
大
学
千
葉
北
総
病
院
（
印
西
市
）

対
象
　
婦
人
科
・
乳
腺
科
で
治
療
中

か
経
過
観
察
中
の
が
ん
患
者
と
そ
の

家
族

　
20
人
（
女
性
限
定
・
申
し
込

み
順
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
日
本
医
科
大
学
千

葉
北
総
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
0
4
7
6
（
9
9
）
2
0
5
7

（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）
へ

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
、
ふ

れ
あ
い
食
事
運
営
委
員
が
作
っ
た
季

節
の
弁
当
と
花
を
無
料
で
届
け
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
程
　
3
月
3
日
㈭

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象

　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
22
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

福  「
介
護
保
険
と
終
の

棲
家
」
講
座

　
介
護
保
険
の
基
本
的
な
内
容
や

「
終
の
棲
家
（
つ
い
の
す
み
か
）」

と
し
て
の
介
護
施
設
の
種
類
と
特
徴

◆
親
子
ビ
ク
ス
会
員
募
集

　
子
ど
も
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜

西  
親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　
お
し
ゃ
べ
り
と
ひ
な
祭
り
の
工
作

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
18
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
子
育
て
中
の
保
護
者
（
自
由

参
加
）

参
加
費

　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
ほ
か
）

子

育

て

子

ど

も

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
挟
み
将

棋
や
五
目
並
べ
も
楽
し
め
ま
す
。

日
時

　
2
月
27
日
㈯
、
3
月
26
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く ひな祭りの工作

11
時
30
分

　
場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

対
象
　
1
歳
か
ら
就
園
前
ま
で
の
子

と
そ
の
保
護
者
　
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

※
会
費
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
佐
々
木
☎
0
9
0
（
7
2
8
6
）

4
3
1
9

◆
陶
芸
サ
ー
ク
ル
「
陶
陶
」
会
員
募
集

　
一
緒
に
陶
芸
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
1
時
　
場
所
　
白
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
講
師
　

陶
芸
講
師

　
於
茂
田
政
子
さ
ん

　
月

会
費

　
3
、
0
0
0
円
（
材
料
費
は

別
途
）

問
　
煙
山
☎
（
4
9
2
）
5
4
5
1

◆
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
「
パ
ン

ジ
ー
ス
ク
エ
ア
ー
ズ
」
会
員
募
集

　
体
と
心
の
健
康
づ
く
り
に
最
適
な

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
場
所

　
船
橋
市
小

室
公
民
館

　
入
会
金

　
1
、
0
0
0

円
　
月
会
費
　
1
、
2
0
0
円

※
無
料
体
験
会
を
3
月
2
日
㈬
・
9

日
㈬
に
行
い
ま
す
。

問
　
小
野
塚
☎
（
4
5
7
）
6
8
6
4

◆
白
井
市
平
塚
田
園
自
然
再
生
活
用

協
議
会
「
体
験
農
園
会
員
募
集
」

　
平
塚
の
農
家
が
開
設
す
る
体
験
農

園
「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」
が
3
年
目

を
迎
え
、
4
月
3
日
㈰
の
新
年
度
開

園
に
向
け
、
新
規
会
員
20
人
を
募
集

し
ま
す
。

　
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
手
ぶ
ら

で
来
園
で
き
、
園
主
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
農
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

初
心
者
で
も
有
機
栽
培
の
高
品
質
野

菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
希
望
に
よ
り
現
地
説
明
会
を
行
い

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
2
月
29
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
事
務

所
☎
（
4
0
4
）
3
2
9
8
（
月
・
水
・

土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

だ
さ
い
。

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
自
由

参
加
）

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
プ
ロ
レ
ス
の
リ
ン
グ

で
体
を
動
か
そ
う
」

　
市
内
に
あ
る
マ
ー
ベ
ラ
ス
道
場
の

リ
ン
グ
上
で
、
普
段
女
子
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
が
行
っ
て
い
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や

運
動
神
経
を
鍛
え
る
動
き
な
ど
を
体

験
し
よ
う
。

日
時

　
3
月
12
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

3
時

場
所
　
マ
ー
ベ
ラ
ス
道
場
（
神
々
廻
）

※
現
地
集
合
・
解
散
と
な
り
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

　
10
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

講
師
　
女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
　
彩い
ろ
羽は

匠
選
手

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

申
　
2
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時

　
3
月
15
日
㈫

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
25
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
　
3
月
9
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

生
き
が
い
支
援
事
業

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
28
日
㈪
　
午
後
0
時
30

分
〜
3
時
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
24

人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
3
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

梨
栽
培
技
能
講
習
会

　
市
特
産
「
ナ
シ
」
の
栽
培
に
つ
い

て
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
収
穫

な
ど
も
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、
必

要
な
知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時

　
3
月
23
日
㈬
〜
12
月
中
旬

（
通
年
7
日
間
）　
午
前
10
時
〜
正
午

※
ナ
シ
は
気
象
条
件
に
よ
り
開
花
時

期
に
差
が
あ
る
た
め
、
詳
細
な
日
程

に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー
、

市
梨
業
組
合
員
樹
園
地

対
象

　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
原
則
60
歳
以
上
で
、

全
日
程
参
加
で
き
る
人

　
20
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
千
葉
県
印
旛
事
務
所
普
及
指

導
員
、
市
梨
業
組
合
員
の
皆
さ
ん

申
　
3
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　今年のテーマは「チェンジ＆チャレンジ」
とし、9月に開催を予定しています。
　市内外で活躍中の女性起業家による出店
など、女性も男性もさまざまな暮らし方、
働き方ができる社会を応援するイベントの
企画立案と運営を行う実行委員を募集しま
す。
対象　市内在住・在勤の18歳以上でメール、
フェイスブックができる人　8人（応募者
多数の場合は書類選考）
※実行委員会議は10回程度行います。
■申　2月29日㈪までに福祉センターホーム
ページにある応募用紙に必要事項を記入の
上、メールで青少年女性センター・{fuku
shi-center@bz04.plala.or.jpへ

　4月3日㈰の午前10時～午
後2時にセンター脇のグラウ
ンド（雨天時は館内）で桜の
花を眺めて楽しむ祭りを開催
します。模擬店の出店や歌、
踊りなどの発表を行い、フェ
スタに参加しませんか。
会議日時　2月24日㈬　午前
10時～正午
対象　地域活動を行っている
団体　10組（応募者多数の場
合は市内団体を優先）
参加費　無料
■申　2月21日㈰までに電話か
直接西白井複合センターへ

福   「白井フェミナスハートプラス」
～チェンジ＆チャレンジ～実行委員募集

西   「さくらフェスタ」
出店・出演者募集

2016.2.155



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2016.2.15
6み ん な の ひ ろ ば

　昨年12月10日に白井第二小学校で、
1月28日に白井第一小学校で人権擁護
委員による人権教室が開催されました。
　仲間はずれをテーマにしたうちわ劇
「ひとりぼっちにしないで」では、人
権擁護委員が児童役や先生役を演じ、
相手を思いやる気持ちや悩んだ時はひ
とりで抱え込まず、口に出すことの大
切さを伝えました。
　また、言われたらうれしくなる「ほ
んわかことば」と、言われたら悲しく
なる「ぐさりことば」についてグルー
プで話し合いました。
　子どもたちは「友達がひとりでいる
時は声をかけたい」「困った時は誰か
に話す勇気を持とうと思った」「『あり
がとう、いっしょにしよう』などのほ
んわかことばをたくさん使いたい」な
どの感想を話してくれました。

　人権擁護委員は、この人権教室のほか、人権相談や街頭啓発活動などを行い
人権思想の普及高揚に努めています。
問　企画政策課男女共同参画室　内線3354・5

天
　
人
力
車
ぐ
い
と
新
年
滑
り
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
柳
沢

　
純

地
　
交
番
に
出
前
の
届
く
四
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
大
屋
キ
ヌ

人
　
方
円
の
器
と
な
り
て
老
い
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

【
選
評
】　
天

　
大
変
力
強
い
初
春
ら
し
い
句
。
よ
く
磨
か
れ
た
人

力
車
と
そ
れ
を
引
く
人
、
若
者
と
思
え
る
。
初
仕
事
ら
し
い
気
負

い
も
感
じ
る
。
地
　
俳
諧
味
が
有
り
、
暖
か
さ
も
有
る
。
平
和
で

あ
る
事
の
大
切
さ
を
思
わ
せ
る
作
品
。
人
　
方
円
と
は
正
し
く
き

ち
ん
と
し
て
い
る
事
。
ま
た
四
角
と
丸
、
臨
機
応
変
、
何
事
も
受

け
入
れ
る
器
と
な
っ
て
老
い
の
日
々
を
生
き
よ
う
と
い
う
句
意
と

思
う
。

グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
流
れ
る
深
夜
毛
糸
編
む

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
市
川
敦
代

鷹
匠
の
静
か
な
声
の
漲
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

現う
つ
し
身
の
筆
や
は
ら
か
に
賀
状
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

雪
吊
の
静
か
な
苑
に
浸
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
小
林
し
を
り

水
に
和
す
白
鳥
姿
極
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

歌
舞
伎
座
の
華
や
ぐ
席
や
春
着
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
下
堂
薗
慶
子

並
の
事
で
き
る
幸
せ
初
明
り
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
西

　
八
十

泣
き
声
が
し
き
り
に
小
児
科
よ
り
聞
こ
え

吾
も
若
き
日
子
育
て
を
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
関
根
千
浪

【
選
評
】　
小
児
科
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
元
気
な
泣
き
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
そ
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
苦
労
し
な
が
ら
子
育
て
を

し
た
昔
が
思
い
出
さ
れ
る
の
で
し
た
。

百
人
一
首
又
し
た
い
ね
と
六
十
年
来
の

友
か
ら
電
話
は
い
り
ぬ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

待
ち
ぼ
う
け
有
楽
町
の
に
ぎ
わ
い
の

人
混
み
の
中
娘
捜
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

二
十
五
羽
の
白
鳥
来
し
池
に
ぎ
は
し
く

伴
侶
と
決
め
し
か
鳴
き
合
ふ
も
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
藤
原
澄
子

見
な
れ
た
る
ジ
ー
パ
ン
の
娘
が
変
身
し

成
人
式
の
晴
れ
着
ま
ば
ゆ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

人権擁護委員　子どもたちに命の尊さや
思いやりの大切さを伝えました「人権教室」

　

広
い
視
野
か
ら
学
校
運

営
に
参
画

　
私
は
、
大
山
口
中
学
校
で
国
語

科
の
教
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

桜
台
中
学
校
、
市
の
教
育
委
員
会

の
指
導
主
事
、
桜
台
中
学
校
と
南

山
中
学
校
で
教
頭
、
白
井
第
二
小

学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
校
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

  

管
理
職
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

は
、
教
務
主
任
と
し
て
担
任
を
離

れ
た
と
き
に
、
広
い
視
野
か
ら
学

校
経
営
に
参
画
し
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
学
校
全
体
を
動
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

多
い
こ
と
で
す
。
陸
上
大
会
や
伝

統
の
和
太
鼓
演
奏
は
学
年
全
員
が

参
加
し
ま
す
。
集
会
や
行
事
で
も

児
童
は
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
担
い

ま
す
。
児
童
一
人
一
人
が
役
割
を

あ
き
ら
め
ず
や
り
遂
げ
る
姿
を
見

る
た
び
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
元

気
と
感
動
を
も
ら
い
、
改
め
て
子

ど
も
の
持
っ
て
い
る
力
は
す
ご
い

と
感
心
し
ま
す
。

  

学
校
運
営
は
家
庭
・
地
域
と
の

連
携
あ
り
き
で
す
。
本
校
は
伝
統

的
に
地
域
と
の
絆
が
強
く
、
ば
ら

っ
ぱ
饅

ま
ん
じ
ゅ
う頭

作
り
や
「
お
は
な
し

の
た
ま
て
ば
こ
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
伝
承
遊
び
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
は
体
験

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
地

域
に
愛
着
を
持
つ
子
が
多
い
よ
う

  

管
理
職
に
な
る
女
性
教
員
が
増

え
て
い
る
の
は
、
県
で
の
計
画
的

な
取
り
組
み
や
、
社
会
の
変
化
な

ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
と
学
校
が

好
き
で
、
学
校
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
を
形
に
表
せ
る

女
性
教
員
が
増
え
た
結
果
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

  

学
校
現
場
で
も
、
男
女
共
同
参

画
の
取
り
組
み
は
混
合
名
簿
の
活

教
職
員
も
仕
事
を
し
や
す
く
、
み

ん
な
が
「
明
日
も
こ
の
学
校
に
来

た
い
」
と
思
え
る
学
校
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
教

職
員
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
協
力
・
支
え
が
あ
り
、
が
ん
ば

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

教
育
で
の
男
女
共
同
参
画

　
私
自
身
は
男
性
女
性
と
い
う
こ

と
を
特
に
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

管
理
職
を
務
め
る
女
性
の
先
生
は

増
え
て
お
り
、
市
内
で
も
、
昨
年

度
は
校
長
教
頭
合
わ
せ
て
3
人

だ
っ
た
と
こ
ろ
、
本
年
度
は
7
人

と
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

用
な
ど
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

自
然
と
男
女
を
意
識
し
な
い
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

昨
年
の
運
動
会
の
白
組
の
応
援
団

長
は
女
子
が
務
め
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
男
女
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
平
等
で
あ
り
、
基
本
的
人

格
の
尊
重
と
い
う
視
点
で
児
童
と

関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
高
学
年
に

な
る
と
第
二
次
性
徴
も
顕
著
に

な
っ
て
き
ま
す
。
男
の
子
で
あ
る

こ
と
、
女
の
子
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
社
会
に
は
ば
た
い
て

い
け
る
児
童
を
育
て
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
学
校

づ
く
り

　　
本
校
は
小
規
模
校
で
す
が
、
小

規
模
校
な
ら
で
は
の
特
色
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
場
面
が

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
⑩

吉
田
文
江
さ
ん

白
井
第
二
小
学
校
長

に
感
じ
ま
す
。

  

梨
農
家
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
児

童
は
多
い
で
す
し
、
児
童
が
進
学

す
る
白
井
中
学
校
の
立
春
式
に
昨

年
参
加
し
た
と
き
、
多
く
の
生
徒

が
目
標
と
し
て
白
井
に
貢
献
し
た

い
と
発
表
し
て
お
り
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
白
井
中
学
校
区
の
自

慢
で
き
る
特
色
だ
と
思
い
ま
す
。

  

学
校
で
良
い
思
い
出
や
経
験
を

積
ん
だ
子
は
、
大
人
に
な
っ
て
大

変
な
状
況
に
陥
っ
た
と
き
も
子
ど

も
の
時
の
経
験
を
糧
に
奮
起
で
き

ま
す
。
家
庭
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

支
え
ら
れ
、
一
人
一
人
の
児
童
の

「
自
己
実
現
」「
明
日
も
こ
の
学

校
に
来
た
い
」
の
具
現
に
、
教
職

員
と
心
を
一
つ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
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内
線
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子どもたちと一緒に

第二小学校のうちわ劇

第一小学校のグループで話し合う様子

　1月16日、カメラ専門誌日本カメラ主催の「2015年
度日本カメラフォトコンテスト」の表彰式が都内で行
われ、白井のアマチュア写真家木村ハルさんが、「モノ
クロプリントの部」で年度賞1位を受賞されました。
　このフォトコンテストはアマチュアの写真コンテス
トで、モノクロプリント、カラープリント、カラーリバー
サルフィルム、ビギナーズの4部門からなり、1年間（12
回）の入賞回数を点数に換算し、そのベストテンを競
うものです。モノクロプリントは毎回1,000点以上の応
募があり、その中で木村さんは金賞1回、銀賞・銅賞そ
れぞれ4回、合計9回入賞しています。
　木村さんは「写真を始めて7年にな
りますが、きっかけは娘が写真を撮る
ようになったことです。撮った写真が
すぐに自宅の印刷機からプリントされ
て出てくるのがすごく面白くて一緒に
撮るようになりました。
　題材は家の周りにある日常生活や風
景です。モノクロ写真を撮っています
が光の採り入れ方を大事にしています。
何かが湧き上がってくるような写真に
共感を覚え、毎日のように木村伊兵衛など著名写真家の写真集を眺めて構図の
勉強をしています。これからも日常生活の写真を撮り続けていきたいと思いま
す」と話してくれました。
♦平成23年に写真集「裏庭」（冬青社）を出版　～図書館で閲覧できます～

木村ハルさん　年度賞1位受賞
2015年度日本カメラフォトコンテスト

金賞受賞作品「柔らかな午後」

受賞された木村ハルさん


